
 

 

 

 
 

１．４/27 経済産業委員会で質問しました 

 

質問事項 質問内容 答弁者名 大臣答弁 

「技術」の時

間の削減につ

いて 

・ 製造業を就職先として選ぶ若者

（学生）が少なく、人手不足とな

っている。 

・ 技能オリンピック等、ものづくり

の面白さを体験する経験が重要で

ある。 

・ 中学校の「技術・家庭」の授業数

が、昭和 33 年の 315 時間だった

のが、平成 29 年では 175 時間と

半分以下である。 

文部科学省 

官房審議官 

安彦広斉 

・ 「技術・家庭」の時間数が削減され

ているのは事実である。 

・ 平成 29 年の学習指導要綱では、技

術革新を牽引することが出来る資

質・能力の育成を目指している。 

・ ものづくりなど技術に関する、実践

的、体験的な活動を通して、課題を

解決する力を養うこととしている。 

女性のトイレ

について 
・ 全産業平均での女性就業者割合

が、44.7％と上昇している。 

・ しかし、製造業の女性就業者割合

は、2009 年から３割で横ばい傾向

にある。 

・ 中小企業では、女性を雇用し始め

る際に、トイレや更衣室の整備が

必要なため、負担となっているこ

とが理由にある。 

厚生労働省 

政策立案総括

審議官 

田中佐知子 

・ 製造業は他の業界と比較して、女性

活躍推進が進んでいない。 

・ 要因として、製造業が若年層の女性

が働きにくい職場環境であるという

観念や、女性の職域が限定していた

ことが考えられる。 

・ 女性トイレや更衣室の整備について

は、日本政策金融公庫の「働き方改

革推進支援基金」として、低利の融

資制度で提供支援をしている。 

女性が活躍し

やすい職場に

ついて 

・ 女性が働きやすくなり、女性や若

年層が活躍できる環境整備が必要

である。 

西村 

経済産業大臣 

・ 厚生労働省と文部科学省と連携しな

がら、女性や若年層が活躍しやすい

環境を整備していく。 

 

２．４/28 消費者問題特別委員会で質問しました 

 

質問事項 質問内容 答弁者名 大臣答弁 

確約手続き

の導入 

・ 確約手続きにおける任意の返金

に関し、電子マネーで返金して

よいのか。 

・ 自社のクーポンや電子マネーに

よる返金は、自社の囲い込みに

なるのではないか。 

真淵 

政府参考人 

河野 

消費者大臣 

・ 電子マネー等を返金手段とすることは

妨げない。 

・ 自社の囲い込みになるような返金方法

とならないよう、チェックしていく。 

直罰の導入 ・ 消費者被害の被害者による告発

を警察が受け取らないと聞く。

消費者庁はどう考えるか。 

真淵 

政府参考人 

・ 行政処分を厳正に行い、不十分な悪質

な事例では直罰を求めて政府と連携す

る。 

外国執行当

局との協力 

・ 海外のネットショッピング増加

に伴い、海外事業者による不当表

示にどう対応するのか。 

黒田 

政府参考人 

・ 制度の円滑な実施には、海外執行当局

との間で二国間協力合意が必要であ

り、現在協議中である。 
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